
桂
吉
坊　

か
つ
ら
き
ち
ぼ
う　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
九
八
一
年
兵
庫
県
生
ま
れ
。
一
九
九
九
年
、
桂
吉
朝
に
入
門
。
二
〇
〇
〇
年
よ

り
３
年
間
、
桂
米
朝
の
も
と
で
内
弟
子
修
業
。
以
後
、
古
典
落
語
を
中
心
に
舞
台
を

重
ね
る
。
二
〇
〇
七
年
に
は

「地
獄
八
景　

浮
世
百
景
」
で
役
者
と
し
て
も
デ
ビ
ュ
ー
。

二
〇
一
一
年
、
咲
く
や
こ
の
花
賞
大
衆
芸
能
部
門
受
賞
。

京
都
市
上
京
区
上
長
者
町
通
新
町
東
入
ル

元
土
御
門
町
五
二
四‐

一

呈　

茶

落　

語

ト
ー
ク

三
五
〇
〇
円

有
斐
斎 

弘
道
館

番
組

会
費　

会
場

　
　申

込

テ
ー
マ
に
合
わ
せ
て
特
別
に
つ
く
ら

れ
る
菓
子
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い

い
た
って
シ
ャ
レ
の
き
つ
い
旦
那
。
馴
染
み
の
お
茶
屋
で
シ
ャ

レ
が
過
ぎ
て
、
花
街
中
の
有
名
人
。

一
夜
明
く
れ
ば
お
正
月
と
い
う
大
つ
ご
も
り
に
、
友
達

と
考
え
た
作
戦
と
は…

落
語
に
は
珍
し
い
、
大
晦
日
か
ら
元
旦
に
か
け
て
の
噺

で
す
。
世
の
中
が
今
よ
り
ず
っと
の
ん
び
り
と
し
た
、

あ
る
意
味
豊
か
な
時
代
の
遊
び
が
垣
間
見
え
ま
す
。

桂
吉
坊
に
よ
る

「け
ん
げ
し
ゃ
茶
屋
」

十
二 

月 

九
日[

土]

二
〇
一
七
年

（茶
菓
子
代
込
）
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七
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け
ん
げ
し
ゃ
茶
屋

咄

十
八
時
開
演
（
十
七
時
半
開
場
・
呈
茶
）

木
ノ
下
裕
一　

き
の
し
た
ゆ
う
い
ち　
　
　
　
　
　
　
　

一
九
八
五
年
和
歌
山
市
生
ま
れ
。
小
学
校
三
年
生
の
時
、
上
方
落
語
を
聞
き
衝
撃
を

受
け
る
と
同
時
に
独
学
で
落
語
を
始
め
、
そ
の
後
現
代
の
舞
台
芸
術
も
学
び
古
典
演

目
上
演
の
演
出
や
監
修
を
自
ら
が
行
う
木
ノ
下
歌
舞
伎
を
旗
揚
げ
。
そ
の
他
、
古
典

芸
能
に
関
す
る
執
筆
や
講
演
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
っ
て
活
躍
中
。

落
語

「け
ん
げ
し
ゃ
茶
屋
」
と
芝
居

「吉
田
屋
」
を
テ
ー
マ
に
桂
吉
坊
と
ゲ

ス
ト
木
ノ
下
裕
一
が
語
り
つ
く
す


